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最適撮影
位置推定

堆雪体積
測定

動画
利用

屋内環境
モデル化

環境変化
検出

点群からの
ポリゴン生成

点群計測誤差
モデル化と応用

屋内環境
迅速モデル化

点群MR
表示

再構成
品質向上

SfM-MVSの効率化・高品質化

計測点群の認識とモデル化

MRデバイスの応用

道路幾何情報
ベクトル化

動画から3次元再構成に適
した画像を自動抽出し再構
成処理を効率化します．

MRデバイス (HoloLens2) を利用してTLS計測点群の
オンサイトMR表示を行い，取得済み点群の確認と追
加計測計画を支援します．

適切な三角測量角をもたらす特徴点対数の
評価による利用フレーム選択

点群品質表示

TLS点群の品質確認 追加計測位置決定

予測計測品質表示

追加計測位置
マーキング

仮想TLS設置

TLS点群

MRD点群
大域的自己位置推定機能

・TLS/MRD点群の高速位置合せ

ヘッド
トラッキング

機能

MR表示機能
・計測品質
・予測計測品質
・仮想TLS設置

TLS点群からの規則性を有する屋内環境3次元
モデル生成と，壁面や天井面の付属設備（窓，
照明器具，火災報知器等）の認識を行います．

短時間で取得可能なカメラ位置と疎な点
群を用いて最終再構成モデルの品質を予
測し，最適追加撮影位置を推定します．

入力画像のコントラスト強調
により，低テクスチャ領域の
再構成品質を向上します．

→ 1,325,95
3点

スチール製棚 タンク

提案手法→ 提案手法

2時期のTLS計測点群から，環境
の変化を抽出します．点単位・
物体単位での変化を検出します．

陰関数曲面再構成法を用いたTLS点群への表面三角形
メッシュ生成法や，低品質点群から物体の整形簡略
ポリゴンモデルを生成する技術を開発しています．

天井面付属設備認識
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屋内整形モデル生成

ToFセンサ搭載のMRデバイス(HoloLens2)を利用
して屋内環境を迅速かつ正確にモデル化するため
の技術を開発しています．
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品質予測と追加撮影位置推定

Time† : 18.5s

予測品質
低高

追加撮影

第1位

第3位

第2位

推定位置から
画像を撮影

予測品質指標

画像間角度

Difference of 
Normals

近傍半径𝑅𝑅

タイポイント

タイポイント密度

タイポイント

初期画像集合

MVSを行わず最終的な
モデルの品質を推定し
追加撮影により品質改善

カメラポーズ＋タイポイント

SfM
Time† : 71s

MVS

初期画像集合(33枚)

再構築領域増加

追加撮影画像を
含めた画像集合(36枚)

† CPU: Core-i7 5960X

Time† : 22min

点群取得

意味情報付与ボクセルモデル取得点群

堆雪前後の状態のSfM/MVSの結果から路肩の堆雪体積を推定する
方法を開発しています．CPLフィルタ，コントラスト強調を用いて，
積雪環境に頑健なSfM/MVSの実現を目指しています．

コントラスト強調無し

手法2：CLAHE

手法1：HE

ドライブ
レコーダー

アクション
カメラ

カメラの差異

フィルタ
あり

フィルタ
なし

CPLフィルタの効果 コントラスト強調の効果

陰関数曲面再構成を用いたTLS点群からのメッシュ生成

PSR 境界制約付PSR点群

10.3m

31.7m

3次元計測した点群の誤差をモ
デル化し，点群処理を高精度化
するための研究を行っています．

MRデバイスを用いた追加TLS計測支援

点群MR表示の視認性向上のための透明ポリゴンによる隠点消去

低品質点群からの簡略整形3次元モデル生成
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変化点

変化物体

物体iの変化率
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（消失/移動）（変形）（変化なし）

#v 769
#t  1,538

#v 1,017
#t  2,030

#v 15,397
#t  30,540

#v 29,998
#t  59,414

SCANIVERSE 開発法点群現物

iPad LiDAR
TLS (3種類)

distance[m] distance[m]

distance[m]

スキャンライン湾曲度の追跡処理
に基づく道路境界線抽出

正常舗装面推定に基づく道路舗装面
領域・線状損傷のベクトルデータ化

・歩道切り下げ部や交差点でも抽出可能
・品質 92.9～99.5%，精度：10.5～19.6mm

・領域型損傷の抽出：IoU 80.2%  ・線状型損傷：
Recall 90.7%，Precision 97.0%，RMS 10.0mm

轍ぼれ，ポットホール等 線状型損傷 (ひび割れ等)

変状変位量 変状変位量

MMS点群から道路境界線と道路
舗装面損傷をベクトルデータとし
て抽出する技術を開発しています．
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